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研究要旨
本研究では、がん検診の精度管理における指標を確立することを目的とする。住民検診においては、これま

での住民検診の精度管理体制を見直し、チェックリストおよびプロセス指標の改定を検討する。また、地域保
健・健康増進事業報告の項目や利活用法をわかりやすく整理する。職域検診においては、平成30年にとりまと
められた「職域におけるがん検診に関するマニュアル」の精度管理に関する指標を見直し、実施主体である保
険者や事業者の実情を踏まえた改定を提案する。さらに、レセプト情報を用いたこれまでの検討をもとに、が
ん検診に関するデータの利活用を検討する。令和5年度は、班会議を1回開催し、住民検診および職域検診に関
する問題点や対策について議論を行った。班会議において、がん検診指針の修正点、レセプトを用いたがん精
密検査抽出ロジック、職域における乳がん・頸がん検診の実態、地域保健・健康増進事業報告の簡素化、HP
V検査単独法による子宮頸がん検診導入におけるチェックリストなどに関する検討を中心に議論を重ねた。が
ん検診の精度管理の課題として、組織型検診に向けた整備、職域におけるがん検診に関するマニュアルの周知、
がん検診教育プログラム、人間ドックなどにおけるがん検診の判定基準の統一などが挙げられ、引き続きほか
の厚労科研研究班や学会などとの連携し、課題解決することが求められる。

Ａ．研究目的
日本におけるがん検診は、実施主体により地域

住民検診（住民検診）および職域検診に大別され

るが、その精度管理の状況は異なる。健康増進法

のもとに、精度管理が整備されてきた住民検診と

異なり、職域検診においては根拠となる法令がな

く、多くの場合保険者や事業主により福利厚生の

一環として提供されており、精度管理はされてい

ないのが現状である。がん検診を行うことにより

利益と不利益が生じるが、精度管理を適切に行う

ことで、利益を最大化し不利益を最小化すること

が可能となるため、がん検診のプログラムのいず

れにおいても精度管理体制が整備され、検診の質

を高めることが、国全体のがんの死亡率減少につ

ながる。
本研究では、住民検診においては、これまでの住

民検診の精度管理体制を見直し、チェックリストお
よびプロセス指標の改定を検討する。また、地域保
健・健康増進事業報告の項目や利活用法をわかりや
すく整理する。職域検診においては、平成30年にと
りまとめられた「職域におけるがん検診に関するマ
ニュアル」の精度管理に関する指標を見直し、実施
主体である保険者や事業者の実情を踏まえた改定
を提案する。さらに、レセプト情報を用いたこれま
での検討をもとに、がん検診に関するデータの利活
用を検討する。

Ｂ．研究方法
〇住民検診

１．住民検診における精度管理体制の検討

がん検診の精度管理は、「がん検診の適切な把握

法及び精度管理手法の開発に関する研究」（平成３

０年～令和２年度、代表者：高橋宏和）において

これまで検討されてきたが、精度管理の指標とな

るチェックリスト実施率やプロセス指標のモニタ

リングおよび評価・改善への取組を継続すること

により、その体制を整備している。本研究では、

これまでの検討を継続しつつ、実施主体となる自

治体が受診者に対してより適切な受診行動を提供

できる方策を、また不利益よりも利益が上回る検

診を提供できるような方策を検討する。

２．地域保健・健康増進事業報告の項目および利

活用法の検討

地域保健・健康増進事業報告は、毎年市区町村

から都道府県を通じて国に報告され、がん検診な

どの現状を把握し、適切な対策を検討するための

資料となるが、項目が多く複雑であるなど問題点

が指摘されていることから、簡素化することがが

ん検診のあり方に関する検討会において求められ

ている。また、自治体における利活用が進んでい

ないことから、わかりやすい利活用法が望まれて

いる。本研究では、これらに対する解決策を検討

し、自治体の精度管理機能の向上を目指す。

上記の検討は、「がん予防重点健康教育及びがん

検診実施のための指針」で推奨されている、５つ

のがん種の検診に精通している分担研究者を中心

に実施する。具体的な役割は次の通りとする。（胃

がん：加藤、大腸がん：斎藤・松田、肺がん：佐

川・中山、子宮頸がん：青木・森定、乳がん：笠

原、アセスメント：細野、マネジメント：町井）

〇職域検診

１．「職域におけるがん検診に関するマニュア
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ル」の精度管理に関する検討

職域検診における指針として、平成３０年に「職

域におけるがん検診に関するマニュアル」が示さ

れたが、解釈が難しく利活用は進んでいない。特

に、チェックリストやプロセス指標に関する項目

については、現状と乖離している箇所が指摘され

ている。これらの改善点を検討することにより、

実施主体となる保険者や事業主の利活用を促し、

職域における精度管理の水準が向上するよう検討

する。

２．レセプト情報を用いたがん検診に関するデー

タの利活用に関する検討

がん検診の精度管理が整っている欧州の国などで

は、がん検診に関するデータは一元管理され、即

時性が高く、有事における対応や研究への利活用

が進んでいる。日本では、がん検診データは主に

それぞれの実施主体が管理していることに加え、

個人情報保護の観点などからその運用は限定的で

ある。一方で、レセプト情報によるがん患者の特

定などにより、職域におけるがん検診の精度管理

への応用が期待されている。本研究では、レセプ

ト情報のがん検診への活用に関するこれまでの検

討を踏まえ、妥当性の評価や具体的な利用法を協

力保険者において実施し、実装化に向けた検討を

行う。

上記の検討は、レセプト情報のがん検診への利

活用に精通している分担研究者（祖父江、小川、

立道、雑賀）を中心に実施する。具体的な役割は

次の通りとする。（抽出ロジックの検討：小川・祖

父江、妥当性検討：小川・祖父江・立道・雑賀）

〇関連研究との連携

本研究の実施にあたり、関連する厚生労働科学

研究補助金による研究「がん検診事業の評価に関

する研究（代表者；高橋宏和）」、「職域における、

より質の高いがん検診を提供するための研究（代

表者：祖父江友孝）」における取組と連携するよう

努める。

（倫理面への配慮）
「ヘルシンキ宣言」「人を対象とする医学研究

に関する倫理指針」を遵守して人権擁護に配慮す
る。なお、本研究は既存資料を用いた観察研究の
ため、対象となる個人に直接的な介入はなく、個
人の人権は擁護されると考える。

Ｃ．研究結果
令和5年度は、班会議を1回開催し、住民検診およ

び職域検診に関する問題点や対策について議論を
行った。本年度の結果を以下にまとめる（詳細は研
究分担者の研究報告書参照）。

〇がん検診指針の修正点について

 「問診」は要精検判定の基準にすべきでない

ので指針の検診項目から外し、5がん共に医師

以外による「質問」にできないか

 子宮頸がん検診の項目からコルポ・内診とい

う文言を、それらの有効性が証明されていな

いために削除してはどうか

 全がんにおいて精密検査方法を明記してはど

うか

 胃がん検診の「当面の間」の見直しにはデー

タ（特にプログラム感度の再解析など）での

検討および慎重な議論が必要

 子宮体がんに関する記述は削除すべき

〇レセプトを用いたがん精密検査抽出ロジックに

ついて

 汎用化についてシステムとしてはできあがっ

ているが普及のための組織体制を検討する段

階

 子宮頸がんでは論文では浸潤がんをターゲッ

トに限定したが、検診では CIN3＋浸潤がんが

ターゲットなので、そちらに合わせたロジッ

クを検討する必要がある

 システムの名称について

〇職域における乳がん・頸がん検診の実態につい

て

 4年ぶりに行ったアンケートによると、対象年

齢の遵守率は、子宮頸がんは高いが乳がんは

低く、受診間隔はどちらもほとんどが 1 年間

隔であった

 検診受診勧奨は実施しても精検受診率の把握

はできていない

 HPVやブレスト・アウェアネスなど新しい情

報の把握は 2～4割程度

〇地域保健・健康増進事業報告の簡素化について

 報告項目が複雑化する一方、細かい数値がど

のように役立っているのか評価が必要

 項目の整理は一気に減らすのではなく、吟味

が必要

〇HPV検査単独法による子宮頸がん検診導入にお

けるチェックリストについて

 現在、まず厚労青木班で実施マニュアルを作

成しており、それに基づいたチェックリスト

が作成できるよう検討することになる

〇ロジックモデルについて

 第 4 期がん対策推進基本計画のロジックモデ

ルについて、精度管理の不利益に関する中間

アウトカム指標の偽陽性割合の代替として、

要精検率を用いてはどうか

Ｄ．考察
令和5年度はがん検診のあり方に関する検討会で

がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための
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指針が議論されていたため、班会議においても関心

が高く、特に現状に沿わない点についての指摘がな

された。また、子宮頸がん検診の方法が変更になっ

たことや、ロジックモデルによるがん対策の評価な

どについても、ほかの厚生労働科学研究班との連携

のもと情報交換がなされた。地域保健・健康増進事

業報告の簡素化については、データの利活用の評価

が必要であることや、項目の整理には慎重な検討が

必要なことが意見として挙げられた。がん検診によ

る死亡率減少効果を高めるために、組織型検診に向

けた整備が必要であり、現状では乖離の大きい住民

検診と職域検診の統合に向けた議論は引き続き検

討する必要がある。また、職域検診と住民検診の連

携による、受診しやすい体制の構築や職域における

がん検診に関するマニュアルの周知および、医学生

教育・医師会教育プログラム・産業医教育における

がん検診教育の導入・拡充についても、関連学会・

団体などと連携して取り組む必要がある。

Ｅ．結論

第４期がん対策推進基本計画においては、がん検

診の精度管理はその充実が掲げられている。本研究

班で議論された課題は今後も継続して検討する必

要があるため、必要に応じてほかの厚生労働科学研

究班との情報交換などを適宜行い、がん検診の精度

管理向上に努める必要がある。

Ｆ．健康危険情報
なし
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incidence using claims data in Japan: a
feasibility study. JCO Global Oncol 2023; 00:
e2200222.

研究分担者 小川 俊夫

1) Ogawa T et al. Novel Algorithm for the
Estimation of Cancer Incidence Using Claims
Data in Japan: A Feasibility Study. JCO
Global Oncology. 2023 :9, e2200222
(https://doi.org/10.1200/GO.22.00222).

研究分担者 立道 昌幸

1) 立道昌幸，深井航太，古屋佑子，中澤祥子. 職

域におけるがん検診の精度管理に関する課題

と解決のための提言, 日本消化器がん検診学

会：2024：1－9：doi: 10.11404/jsgcs23011

研究分担者 齊藤 英子

該当なし

研究分担者 森定 徹

該当なし

研究分担者 雑賀 公美子

1) Ogawa T, Takahashi H, Saito H, Sagawa M,
Aoki D, Matsuda K, Nakayama T, Kasahara
Y, Kato K, Saitoh E, MorisadaT, Saika K,
Sawada N, Matsumura Y, Sobue T. Novel
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algorithm for the estimation of cancer
incidence using claims data in Japan: a
feasibility study. JCO Global Oncol 2023; 00:
e2200222.

研究分担者 細野 覚代

該当なし

研究分担者 町井 涼子

1) Machii R, Takahashi H, Miyazawa J,
Nakayama T. Cancer screening in Japan 2
years after the COVID-19 pandemic:
Changes in participation, 2017-2021. Prev
Med Rep. 2024 Feb 10;39:102649. doi:
10.1016/j.pmedr.2024.102649.

2) Machii R, Takahashi H. Japanese cancer
screening programs during the COVID-19
pandemic: Changes in participation between
2017-2020. Cancer Epidemiol. 2023
Feb;82:102313. doi:
10.1016/j.canep.2022.102313.

2.学会発表

研究代表者：高橋宏和

1) Impact of COVID-19 for cancer screening
and cancer treatment in Japan. Takahashi
H, Machii R. International Asian Cancer
and Chronic Disease Screening Network
(IACCS) 2023（20231216）Tokyo

2) Impact of COVID-19 for cancer screening
and cancer treatment in Japan. Takahashi
H, Machii R. International Cancer
Screening Network 2023 (20230620) Turin

3) 高橋宏和. がん検診事業の現状と方向性. 第

33回日本乳癌検診学会学術総会 シンポジウ

ム（20231125）福岡

4) 町井涼子、高橋宏和、中山富雄. 「事業評価の

ためのチェックリスト」による対策型がん検

診の精度管理水準の評価. 第 82回公衆衛生学

会総会 ポスター（20231102）つくば

5) 宮澤仁、町井涼子、高橋宏和、榎本建志、中

山富雄. 新型コロナウイルス感染症拡大期に

おける、がん検診の精密検査受診への影響の

分析. 第 82 回公衆衛生学会総会 ポスター

（20231102）つくば

6) 齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、河野可奈子、

中山富雄、高橋宏和、青木大輔. 日本の現状は、

子宮頸がん検診で HPV 検査の結果が細胞診

の判定に影響する可能性がある. 第 32回日本

婦人科がん検診学会 口演（20231015）東京

一橋講堂

研究分担者 斎藤 博

該当なし

研究分担者 佐川 元保

1) 佐川元保．肺がん検診ガイドライン 2022への

改訂 ―その背景と解説―．第 64回日本肺癌

学会学術集会．2023．11．2．千葉．

2) 石橋直也、田畑俊治、野々村遼、大島穣、佐々

木高信、三友英紀、菅原崇史、佐川元保．免疫

チェックポイント阻害薬使用の有無がラムシ

ルマブ＋ドセタキセル併用療法へ与える影響

の検討．第 64回日本肺癌学会学術集会、

2023.11.3、千葉

3) 坂本周三、肥田泰三, 佐藤亜希子, 加藤剛, 菅

野通, 八重柏政宏, 高橋里美, 桜田晃, 野津田

泰嗣, 佐川元保, 岡田克典, 渡辺彰, 齋藤泰紀．

当法人における胸部X線画像の症例集を利用し

た CADの精度評価．第 64回日本肺癌学会学術

集会、2023.11.2、千葉

研究分担者 青木 大輔

1) 齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、中山富雄、青

木大輔：「HPV単独検診による子宮頸がん検

診導入」について. 第 31回日本 CT検診学会

学術集会.2024/3.
2) Saika K, Saitoh Aoki E, Aoki D. Laboratory
issues in implementing cervical cancer
screening with HPV testing the case of
Japan. Part 1. 8th Biennial Meeting of Asian
Society of Gynecologic Oncology.Dec.2023.

3) Saitoh Aoki E, Saika K, Aoki D, Laboratory
issues in implementing cervical cancer
screening with HPV testing the case of
Japan. Part 2. 8th Biennial Meeting of Asian
Society of Gynecologic Oncology.Dec.2023.

4) Kono K, Morisada T, Saika K, Saitoh E,
Nishio H, Aoki D. Selecting HPV test kits for
cervical cancer screening. 8th Biennial
Meeting of Asian Society of Gynecologic
Oncology. Dec.2023.

5) Morisada T, Saika K, Saitoh Aoki E, Kono K,
Nakayama T, Kobayashi Y, Aoki D. Role of
Cervical Cytology in Anticipation of the
Implementation of HPV Primary Screening
in Japan. The 8th Biennial Meeting of Asian
Society Gynecologic Oncology.Dec.2023.

6) Aoki E, Saika K, Morisada T, Kono K, Aoki D.
Cytological evaluation in the cervical cancer
screening program in Japan independent of
the test results for HPV? NILM VS. ASC-US
in HPV-positive case. The 2023 Annual
Global Meeting of the International
Gynecologic Cancer Society.Nov.2023.

7) 河野可奈子、雑賀公美子、齊藤英子、森定徹、

青木大輔：HPV 検査の有用性を検証するコホ

ート研究における初回検診後のアルゴリズム
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遵守状況. 第 62回日本臨床細胞学会秋期大

会.2023/11.
8) 森定徹、寺本勝寛、端晶彦、高野浩邦、原田智

佳子、中川陽子、竹綱正典 吉村一榮、手良向

聡、小林 陽一、佐々木寛、青木大輔：HPV検

査導入後の細胞診の役割 HPV検診を検証する

RCTの中間報告とHPV陽性者のトリアージと

しての細胞診. 第 62回日本臨床細胞学会秋期

大会.2023/11.
9) 青木大輔. 今後の子宮頸がん検診プログラム

の動向とそのマネージメント.第 32回日本婦人

科がん検診学会・総会.2023/10.
10) 齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、河野可奈子、

中山富雄、高橋宏和、青木大輔. 日本の現状は、

子宮頸がん検診で HPV検査の結果が細胞診の

判定に影響する可能性がある。第 32回日本婦

人科がん検診学会・総会.2023/10.
11) 齊藤英子、青木大輔、雑賀公美子：子宮頸部

上皮内病変の低侵襲な予後推定マーカー候補

についての文兼的検索.第 13回国際医療福祉大

学学会学術大会.2023/09.
12) 齊藤英子、雑賀公美子、高橋宏和、森定徹、

青木大輔. 地域保健・健康増進事業データから

見た子宮頸がん検診の精密検査についての課

題. 第 65回日本婦人科腫瘍学会学術講演

会.2023/07.
13) 大野あゆみ、西尾博、椎名美季、谷本慧子、

横田めぐみ、岩田卓、山上亘、青木大輔. 初期

子宮頸がんに対し広汎術式を施行した症例の

術前 QOL調査.第 65回日本婦人科腫瘍学会学

術講演会.2023/07.
14) 松田理沙、西尾浩、松井友哉、椎名美季、大

野あゆみ、谷本慧子、横田めぐみ、岩田卓、山

上亘、青木大輔. 子宮頸がんに対する広汎子宮

頸部摘出術後の子宮の萎縮率に関する検討.第
65回日本婦人科腫瘍学会学術講演会.2023/07.

15) 春日義史、長谷川慶太、葉室明香、玉井桃、

福間優花、田中雄也、大谷利光、池ノ上学、青

木大輔、田中守：広汎子宮頸部摘出術後妊娠管

理および周産期予後の関する実態調査.第 145
回関東連合産科婦人科学会総会・学術集

会.2023/06.
16) 松田理沙、西尾浩、松井友哉、椎名美季、大

野あゆみ、谷本慧子、横田めぐみ、春日義史、

岩田卓、山上亘、田中守、青木大輔. 子宮頸が

んに対する広汎子宮頸部提出術後の月経変化

と妊娠成績に関する検討.第 145回関東連合産

科婦人科学会総会・学術集会.202会.2023/06.
17) 西尾浩、山上亘、青木大輔. 子宮頸がんに対

する広汎子宮全摘出術の術式の要点と問題点.
第 145回関東連合産科婦人科学会・総

会.2023/6.
18) 岡田結生子、齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、

青木大輔、高橋宏和. がん検診実施施設におけ

る住民検診と職域検診との精度管理状況の違

い克服に向けての取り組み. 第 31回日本がん

検診・診断学会総会.2023/06.
19) 河野可奈子、雑賀公美子、齊藤英子、森定徹、

青木大輔. 住民検診における子宮頸がんを含む

子宮頸部異常の発見率の特徴. 第 64回日本臨

床細胞学会総会春期大会.2023/06.
20) 齊藤英子、小田瑞恵、木口一成、佐々木寛、青

木大輔. 検診機関における検診委託元別の子宮

頸がん検診の精度管理状況－チェックリスト

充足率からの検討－. 第 75回 日本産科婦人科

学会学術講演会.2023/05.
21) Matsuda R, Nishio H, Shiina M, Iwata T,
Ohno A, Yokota M, Tanaka M, Aoki D. The
diagnostic accuracy of intraoperative frozen
examination of abdominal radical
trachelectomy for early- stage cervical cancer
in a series of 329 cases.第 75回日本産科婦人

科学会学術講演会.2023/05.
22) Saitoh Aoki E, Saika K, Aoki D. Current
Status and Challenges for of Cervical Cancer
Screening in Japan. 35th International
Papillomavirus Conference. Apr.2023.

研究分担者 松田 一夫

1) 松田一夫．日本における内視鏡による大腸がん

検診導入への期待～欧米との比較を含めて～．

第 62回日本消化器がん検診学会総会パネルデ

ィスカッション 2「大腸内視鏡検診導入の動向

と実現可能な検診アルゴリズムを考える」基調

講演．2023年 6月 30日．

2) 松田一夫．第 62回日本消化器がん検診学会総

会．教育講演「職域におけるがん検診の精度管

理と事業評価の考え方について」司会．2023
年 6月 30日．

3) 松田一夫．日本の大腸癌死亡率をさらに減少さ

せるには．第 61回日本消化器がん検診学会大

会（JDDW2023）ワークショップ 6「より効果

的な大腸がん検診の実現に向けて」特別発言．

2023年 11月 2日．

4) 松田一夫．日本の大腸がん死亡率は、なぜ諸外

国並みに減少しないのか？～私たちが今すぐ

為すべきこと～ 第 54回日本消化器がん検診

学会中国四国地方会 特別講演 2023年11月25
日．

研究分担者 笠原 善郎

1）笠原善郎、安藝史典、宇佐美伸、大村東生、

隈浩司、白岩美咲、高橋宏和、中嶋啓雄、増田

裕行、森田 孝子、山口美樹、山口由美. 第 13
回乳癌検診学会全国集計報告 2020年度版

(292施設) 事業評価の観点から, 第 33回 日本

乳癌検診学会学術総会 福岡国際会議場
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2023/11/15、国内、口頭

研究分担者 中山 富雄

1) 町井涼子、高橋宏和、中山富雄．「事業評価の

ためのチェックリスト」による対策型がん検診

の精度管理水準の評価．第 82回日本公衆衛生

学会総会．令和 5年 11月 2日、筑波．

研究分担者 加藤 勝章

1）加藤勝章. がん検診の基本的な考え方, 愛知県

胃がん検診従事者研修会, 2023年 1月.
2）加藤勝章. 本邦における胃がん検診精度管理の

現状と将来への取り組み, 日本消化器がん検診

学会・東海北陸支部 消化管撮影技術向上セミ

ナー, 2023年 1月.
3）加藤勝章. 本邦における胃がん検診精度管理の

現状と将来への取り組み 人間ドック学会・地

域交流セミナー, 2023年 4月.
4）加藤勝章. 集団のパラダイムシフト－効率的で

効果的な消化器がん対策を目指して－, 第 63
回日本消化器がん検診学会総会・会長講演,
2023年 6月.

5）千葉隆士、只野敏浩、淺沼清孝、加藤勝章. 胃

がん罹患リスク予測おける胃炎診断の意義

第63回日本消化器がん検診学会総会, 2023年6
月

6）加藤勝章. 対策型胃がん検診としての胃内視鏡

検査における精密検査と要否判定の考え方

第 64回人間ドック学会学術大会, 2023年 9月.
7）淺沼清孝、千葉隆士、只野敏浩、加藤勝章. 宮

城県の胃内視鏡検診における胃炎と診断され

た受診者の対応について, 日本消化器がん検診

学会 第 61回東北地方会, 2023年 12月.

研究分担者 祖父江 友孝

該当なし

研究分担者 小川 俊夫

1) 小川俊夫．保険者を中心とした職域がん検診の

精度管理．第 96回日本産業衛生学会シンポジ

ウム 5「今こそ産業保健に求められる職域のが

ん対策」（2023年 5月 10日、栃木県宇都宮市・

ライトキューブ宇都宮）

2) 小川俊夫．レセプトデータを用いたがん検診精

度管理．第 61回日本癌治療学会教育シンポジ

ウム「ビッグデータとがん医療」（2023年 10
月 20日、神奈川県横浜市・パシフィコ横浜）

研究分担者 立道 昌幸

1) 第 62回日本消化器がん検診学会総会 教育講

演 1「職域におけるがん検診の精度管理と事業

評価の考え方について」立道昌幸

研究分担者 齊藤 英子

1) 齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、中山富雄、青

木大輔. 「HPV単独検診による子宮頸がん検

診導入」について. 第 31回日本 CT検診学会

学術集会.2024/3.
2) 富田圭祐、齊藤英子、五十嵐歩惟、磯前有香、

永吉陽子、上田和、桂研一郎. 当院での子宮頸

がん検診における要精検者の精検受診率向上

のためのシームレス勧奨. 第 38回日本女性医

学学会学術集会.2023/12.
3) Saika K, Saitoh Aoki E, Aoki D. Laboratory
issues in implementing cervical cancer
screening with HPV testing the case of
Japan. Part 1. 8th Biennial Meeting of Asian
Society of Gynecologic Oncology.Dec.2023.

4) Saitoh Aoki E, Saika K, Aoki D, Laboratory
issues in implementing cervical cancer
screening with HPV testing the case of
Japan. Part 2. 8th Biennial Meeting of Asian
Society of Gynecologic Oncology.Dec.2023.

5) Kono K, Morisada T, Saika K, Saitoh E,
Nishio H, Aoki D. Selecting HPV test kits for
cervical cancer screening. 8th Biennial
Meeting of Asian Society of Gynecologic
Oncology. Dec.2023.

6) Morisada T, Saika K, Saitoh Aoki E, Kono K,
Nakayama T, Kobayashi Y, Aoki D. Role of
Cervical Cytology in Anticipation of the
Implementation of HPV Primary Screening
in Japan. The 8th Biennial Meeting of Asian
Society Gynecologic Oncology.Dec.2023.

7) Aoki E, Saika K, Morisada T, Kono K, Aoki D.
Cytological evaluation in the cervical cancer
screening program in Japan independent of
the test results for HPV? NILM VS. ASC-US
in HPV-positive case. The 2023 Annual
Global Meeting of the International
Gynecologic Cancer Society.Nov.2023.

8) 河野可奈子、雑賀公美子、齊藤英子、森定徹、

青木大輔：HPV 検査の有用性を検証するコホ

ート研究における初回検診後のアルゴリズム

遵守状況. 第 62回日本臨床細胞学会秋期大

会.2023/11.
9) 齊藤英子：がん検診の評価指標の「可視化プロ

ジェクト」 －精検受診率について－. 第 82回

日本公衆衛生学会総会.2023/10
10) 齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、河野可奈子、

中山富雄、高橋宏和、青木大輔. 日本の現状は、

子宮頸がん検診で HPV検査の結果が細胞診の

判定に影響する可能性がある。第 32回日本婦

人科がん検診学会・総会.2023/10.
11) 小田瑞恵、齊藤英子、佐々木寛：子宮頸がん

検診におけるHPV検査の役割―HPV検査導入

に向けたアルゴリズムの試案―. 第 32回日本

婦人科がん検診学会・総会.2023/10.
12) 齊藤英子：職域がん検診はどう変わるか、変
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えていくか？職域におけるがん検診に関する

マニュアルに基づく検診実施機関の精度管理.
第 64回日本人間ドック学会学術大会.2023/09.

13) 齊藤英子、青木大輔、雑賀公美子：子宮頸部

上皮内病変の低侵襲な予後推定マーカー候補

についての文兼的検索.第 13回国際医療福祉大

学学会学術大会.2023/09.
14) 磯前有香、齊藤英子、五十嵐歩惟、桂研一郎：

子宮頸がん検診要精検者における確実な精検

受診実現のためのワンストップ勧奨. 第 64回

日本人間ドック学会学術大会.2023/09.
15) 齊藤英子、雑賀公美子、高橋宏和、森定徹、

青木大輔. 地域保健・健康増進事業データから

見た子宮頸がん検診の精密検査についての課

題. 第 65回日本婦人科腫瘍学会学術講演

会.2023/07.
16) 岡田結生子、齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、

青木大輔、高橋宏和. がん検診実施施設におけ

る住民検診と職域検診との精度管理状況の違

い克服に向けての取り組み. 第 31回日本がん

検診・診断学会総会.2023/06.
17) 河野可奈子、雑賀公美子、齊藤英子、森定徹、

青木大輔. 住民検診における子宮頸がんを含む

子宮頸部異常の発見率の特徴. 第 64回日本臨

床細胞学会総会春期大会.2023/06.
18) 齊藤英子、木口一成、小田瑞恵、植田政嗣、

佐々木寛：検診機関用チェックリスト調査から

見える子宮頸がん検診での細胞診精度管理の

課題.第 64回日本臨床細胞学会総会春期大

会.2023/06.
19) 齊藤英子、小田瑞恵、木口一成、佐々木寛、青

木大輔. 検診機関における検診委託元別の子宮

頸がん検診の精度管理状況－チェックリスト

充足率からの検討－. 第 75回 日本産科婦人科

学会学術講演会.2023/05.
20) Saitoh Aoki E, Saika K, Aoki D. Current
Status and Challenges for of Cervical Cancer
Screening in Japan. 35th International
Papillomavirus Conference. Apr.2023.

研究分担者 森定 徹

1) 齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、中山富雄、青

木大輔. 「HPV単独検診による子宮頸がん検

診導入」について. 第 31回日本 CT検診学会

学術集会.2024/3.
2) Kono K, Morisada T, Saika K, Saitoh E,
Nishio H, Aoki D. Selecting HPV test kits for
cervical cancer screening. 8th Biennial
Meeting of Asian Society of Gynecologic
Oncology. Dec.2023.

3) Morisada T, Saika K, Saitoh Aoki E, Kono K,
Nakayama T, Kobayashi Y, Aoki D. Role of
Cervical Cytology in Anticipation of the
Implementation of HPV Primary Screening

in Japan. The 8th Biennial Meeting of Asian
Society Gynecologic Oncology.Dec.2023.

4) Aoki E, Saika K, Morisada T, Kono K, Aoki D.
Cytological evaluation in the cervical cancer
screening program in Japan independent of
the test results for HPV? NILM VS. ASC-US
in HPV-positive case. The 2023 Annual
Global Meeting of the International
Gynecologic Cancer Society.Nov.2023.

5) 河野可奈子、雑賀公美子、齊藤英子、森定徹、

青木大輔：HPV 検査の有用性を検証するコホ

ート研究における初回検診後のアルゴリズム

遵守状況. 第 62回日本臨床細胞学会秋期大

会.2023/11.
6) 森定徹、寺本勝寛、端晶彦、高野浩邦、原田智

佳子、中川陽子、竹綱正典 吉村一榮、手良向

聡、小林 陽一、佐々木寛、青木大輔：HPV検

査導入後の細胞診の役割 HPV検診を検証する

RCTの中間報告とHPV陽性者のトリアージと

しての細胞診. 第 62回日本臨床細胞学会秋期

大会.2023/11.
7) 齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、河野可奈子、

中山富雄、高橋宏和、青木大輔. 日本の現状は、

子宮頸がん検診で HPV検査の結果が細胞診の

判定に影響する可能性がある。第 32回日本婦

人科がん検診学会・総会.2023/10.
8) 齊藤英子、雑賀公美子、高橋宏和、森定徹、青

木大輔. 地域保健・健康増進事業データから見

た子宮頸がん検診の精密検査についての課題.
第 65回日本婦人科腫瘍学会学術講演

会.2023/07.
9) 岡田結生子、齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、

青木大輔、高橋宏和. がん検診実施施設におけ

る住民検診と職域検診との精度管理状況の違

い克服に向けての取り組み. 第 31回日本がん

検診・診断学会総会.2023/06.
10) 河野可奈子、雑賀公美子、齊藤英子、森定徹、

青木大輔. 住民検診における子宮頸がんを含む

子宮頸部異常の発見率の特徴. 第 64回日本臨

床細胞学会総会春期大会.2023/06.

研究分担者 雑賀 公美子

1) 雑賀公美子. 精度管理なきがん検診はがん対

策にあらず－近畿圏域における胃がん・大腸が

ん検診の『いま』-the path to the future-－, 第

52回日本消化器がん検診学会近畿地方会, 8月,
2023.

2) 齊藤英子, 雑賀公美子, 高橋宏和, 森定徹, 青

木大輔. 地域保健・健康増進事業データから見

た子宮頸がん検診の精密検査についての課題,
第 65回日本婦人科腫瘍学会学術講演会, 7月,
2023.

3) 雑賀公美子. 精度管理なきがん検診はがん対

策にあらず, 第 31回日本がん検診・診断学会総
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会, 6月, 2023.
4) 岡田結生子, 齊藤英子, 雑賀公美子, 森定徹,
青木大輔, 高橋宏和. がん検診実施施設におけ

る住民検診と職域検診との精度管理状況の違

い克服に向けての取り組み 子宮頸がん検診

を例に, 第 31回日本がん検診・診断学会総会, 6
月, 2023.

5) 齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、中山富雄、青

木大輔：「HPV単独検診による子宮頸がん検診

導入」について. 第 31回日本 CT検診学会学術

集会.2024/3.
6) Saika K, Saitoh Aoki E, Aoki D. Laboratory
issues in implementing cervical cancer
screening with HPV testing the case of
Japan. Part 1. 8th Biennial Meeting of Asian
Society of Gynecologic Oncology.Dec.2023.

7) Saitoh Aoki E, Saika K, Aoki D, Laboratory
issues in implementing cervical cancer
screening with HPV testing the case of
Japan. Part 2. 8th Biennial Meeting of Asian
Society of Gynecologic Oncology.Dec.2023.

8) Kono K, Morisada T, Saika K, Saitoh E,
Nishio H, Aoki D. Selecting HPV test kits for
cervical cancer screening. 8th Biennial
Meeting of Asian Society of Gynecologic
Oncology. Dec.2023.

9) Morisada T, Saika K, Saitoh Aoki E, Kono K,
Nakayama T, Kobayashi Y, Aoki D. Role of
Cervical Cytology in Anticipation of the
Implementation of HPV Primary Screening
in Japan. The 8th Biennial Meeting of Asian
Society Gynecologic Oncology.Dec.2023.

10) Aoki E, Saika K, Morisada T, Kono K, Aoki
D. Cytological evaluation in the cervical
cancer screening program in Japan
independent of the test results for HPV?
NILM VS. ASC-US in HPV-positive case. The
2023 Annual Global Meeting of the
International Gynecologic Cancer
Society.Nov.2023.

11) 河野可奈子、雑賀公美子、齊藤英子、森定徹、

青木大輔：HPV 検査の有用性を検証するコホ

ート研究における初回検診後のアルゴリズム

遵守状況. 第 62回日本臨床細胞学会秋期大

会.2023/11.
12) 齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、河野可奈子、

中山富雄、高橋宏和、青木大輔：日本の現状は、

子宮頸がん検診で HPV検査の結果が細胞診の

判定に影響する可能性がある。第 32回日本婦

人科がん検診学会・総会.2023/10.
13) 齊藤英子、青木大輔、雑賀公美子：子宮頸部

上皮内病変の低侵襲な予後推定マーカー候補

についての文兼的検索.第 13回国際医療福祉大

学学会学術大会.2023/09.
14) 齊藤英子、雑賀公美子、高橋宏和、森定徹、

青木大輔：地域保健・健康増進事業データから

見た子宮頸がん検診の精密検査についての課

題. 第 65回日本婦人科腫瘍学会学術講演

会.2023/07.
15) 岡田結生子、齊藤英子、雑賀公美子、森定徹、

青木大輔、高橋宏和：がん検診実施施設におけ

る住民検診と職域検診との精度管理状況の違

い克服に向けての取り組み. 第 31回日本がん

検診・診断学会総会.2023/06.
16) 河野可奈子、雑賀公美子、齊藤英子、森定徹、

青木大輔：住民検診における子宮頸がんを含む

子宮頸部異常の発見率の特徴. 第 64回日本臨

床細胞学会総会春期大会.2023/06.
17) Saitoh Aoki E, Saika K, Aoki D. Current
Status and Challenges for of Cervical Cancer
Screening in Japan. 35th International
Papillomavirus Conference. Apr.2023.

研究分担者 細野 覚代

該当なし

研究分担者 町井 涼子

1) Impact of COVID-19 for cancer screening
and cancer treatment in Japan. Takahashi H,
Machii R. International Asian Cancer and
Chronic Disease Screening Network (IACCS)
2023（20231216）Tokyo

2) Impact of COVID-19 for cancer screening
and cancer treatment in Japan. Takahashi H,
Machii R. International Cancer Screening
Network 2023 (20230620) Turin

3) 町井涼子、高橋宏和、中山富雄．「事業評価の

ためのチェックリスト」による対策型がん検診

の精度管理水準の評価．第 82回日本公衆衛生

学会総会．令和 5年 11月 2日、筑波．

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況
（予定を含む。）

1. 特許取得
小川俊夫．指標算出装置、指標算出方法、およ

びプログラム（特願 2022-083546）、2022年 5月

23日提出．

2. 実用新案登録
なし

3.その他
なし
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